
FSだより 6⽉号

結果と過程
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※あくまで予定です。予告なく変更する場合があります。最新の予定はホームページよりご覧ください。

〜結局⼤事なのは？〜
「結果がすべて。結果が付いてこなかったら努⼒には何の意味もない。」
「結果は⼆の次だ。⽬標のために努⼒することが⼤事なんだ。」
 どちらもよく聞く考え⽅だと思います。結果と、そこに⾏くための過程。⼤事なのはどちらなのでしょうか？
 私は、この２つは優劣が付けられるものではないと思っています。と⾔うより、場合によってどちらを重視するかが異な
るといった⽅が正しいでしょうか。実際に結果に拘らなければならないときはありますし、受験⽣の皆さんは正に受験こそ
が「結果に拘るべき時」だと考えていると思います。しかし、⻑い⽬で⼈⽣を⾒ると、実は受験に失敗したくらいでその後
の⼈⽣が全て決まってしまうわけではありません。私も⼤学受験に失敗して群⾺⼤学に⼊学したわけですが、蓋を開けてみ
れば魅⼒的な研究テーマに出会い、充実した⽇々を送っています。
 だから受験に本気になる必要はない、という話をしているのではありません。むしろ逆で、たとえ失敗してもまだ何とか
なる内に本気で努⼒する経験をしてほしいのです。確かに、今はまだ失敗してもダメージは少ないかもしれません。しかし
それがずっと続くかと⾔われればそうとは限りません。⼈によってタイミングは違えど⼈⽣の中で必ず「失敗できない勝負
所」にぶつかります。惜しみなく全⼒を出すべき時です。そうなったとき、今までずっと⼿を抜いて⽣きてきた⼈では⾃分
の⼒を100％発揮することはできません。「全⼒をだした気分」にはなれるかもしれませんが。
 成功の裏には必ず、そうなった理由があります。「結果」を求めたいと感じたときに、それにつながる最⾼の「過程」を
踏むために。全⼒で頑張るべきだと感じた時に、⾃分の⼒を100％発揮するために。今のうちから、いろいろなことに全⼒
で取り組んでほしいと思います。 




